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小美玉市の「陸の交流エリア」の創出
－羽鳥駅の橋上化と新たなまちづくり－

■事業の目的

■陸の交流エリアの整備

駅西口広場の整備
・シェルター整備
・一般車乗降場整備
・タクシー乗降場整備 等

■事業効果

茨城県

小美玉市

駅東口広場の整備
・シェルター整備
・一般車乗降場整備
・バス乗降場整備
・有料駐車場整備 等

駅の橋上化
・橋上駅舎整備
・東西自由通路整備
・エレベーター整備
・公衆トイレ整備 等

羽鳥停車場・
池花線の整備

○羽鳥駅の橋上化で東口
に新たに駅前広場が整備
され、都市計画道路により
駅と国道６号及び市役所
方面が結ばれた。

○駅前の工場跡地に、
新たな住宅街が整備され、
人が移り住んできた。

○大字羽鳥の人口増加
最近10年間で約500人増

2013年：7,725人
2023年：8,227人

駅の橋上化と駅前広場、都市計画道路の整備で新たな市の玄関口を創出
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羽鳥停車場・池花線の沿道

新たに整備された住宅街の街並み

四季健康館茨城県立中央
高等学校

新たな住宅街

小美玉市においてJR羽鳥駅がある羽鳥市街地は、JR常磐線のほか
、常磐自動車道や国道355号等の幹線道路が通る交通結節点である。
中心的な市街地として、「空の交流エリア」である茨城空港と対になる
「陸の交流エリア」として、市の玄関口にふさわしい交通利便性を活か
した交流促進と快適な生活空間整備が求められていた。


